
6    パビリオン  JUNE2006 

 

モラル・ハラスメントを許すな！⑬ 

社会が家族を追いつめている 

きことに進路についての生徒の希望は許さ

れず、三者面談は先生がその生徒が行くべ

き高校をご託宣する場だった。 

「運動会は北朝鮮のようでした」－その父親

は言った。毎日のように練習し怒鳴り声。一

糸 乱 れ ぬ 統 率。そ し て 軍 隊 の よ う な 行

進…。  

お会いした息子さんは極めてノーマルだっ

た。 私だってそういうことがあれば行かない

だろう。そういうエピソードを話してくれた。スト

レス源から距離を置くのが鉄則。かといって

全く行かなくなるわけではなく、自分に無理

がないように中学と付き合っている。ある意

味、随分大人だった。  

「気が楽になりました」－彼は私に言った。  
 

  「外からの客観的なお話を伺うことができ、

大変心がやすらぎました」「今まで不安で

あったものが、殻が外れるように取れたよう

な気がしております」「普通の子だと言われ

たことで私共は本当に心が軽くなりました」－

ご両親はそう御礼を言われた。 

おかしくなっているのは、その地域の“現実”

の方だったのだが、その“現実”の価値観を

空気のように呼吸しているご両親は息子の

立場からものを見ることができなかった。 

ご両親は、この道しかないと思い込んでいた

自分たちの考え方の方が硬直化していたこ

とに気づかれた。息子さんが気づかせてくれ

たのである。 
  

  生物は環境適応能力を持っている。人も

どのような環境にも慣れてしまう。それが、

同級生が自殺したような地域であってもだ。

  これまで、「ダブルバインドという監獄から

の脱出」（１２月号：職場におけるモラルハ

ラスメントの実態と心理メカニズム）、「京

都小６女児刺殺事件」（３月号、４月号：

青年を殺人にまで追いつめてしまった家

族風土）、『「１８歳軟禁少女」と「スーザ

ン」と「少年Ａ」』（５月号：ブラックボックス

となってしまった家庭の中で起きる無視の

怖さ）を書かせていただいた。今回は、地

域社会が家族を追いつめている例を取り

上げたいと思う。私が実際に家族カウンセ

リングを行ったその方は、同じように追いつ

められているご家族の救いにつながれば、

と掲載を快諾してくださった。日系社会に

住む皆様のご参考になれば幸いである。 
 

  「中学生の息子が学校に行かなかった

り、大声を上げて暴れたりする」というお父

さんからのメールが届いた。いくつかのカウ

ンセラーに当たり、週１回１時間行くことを

繰り返しても埒があかず、ブログを見て私

にお願いしたいという。 

お伺いした所は、親は大企業に勤め、子ど

もたちは有名大学に行っている、いわば地

域全体が大企業の社宅のような均質社

会だった。 

高校は完全に序列化され、Ａ高校の併願

はＢ高校という具合に併願のセットまでが

決まっていた。つまり、どの高校に行くか

で、その生徒の学力が世間から丸見えな

のだ。中学は生徒を高校へ振り分けるた

めの機関となっており、生徒の内申を握る

教師は絶大な権力を持っていた。驚くべ

息子さんの本当の願いは、その地域から

の家族共々の離脱だった。しかし、地域と

つきあいのある母親のことなどを考えて、

彼はその選択肢を無意識のうちに除外し

ていた。 

本当の出口をふさいでしまったために彼は

借りの出口（進路）を求めてのたうち、毎日

のように違うことを言った。しかし、カウンセ

リングを通じて自分の本音に気づいたとき

症状は治まった。あとは、互いの気持ちを

大事にしながら、現実的な問題に取り組

むだけである。 
 

  社会の常識がおかしくなりつつある現

代、大人一人一人が立ち止まって、今自

分がやろうとしていることを考えなければな

らない。そして、社会の常識が無批判に家

庭の中にまで侵入しないように、親が防波

堤となって家庭を守らなければならない。

その社会の“競争”から一歩降りることも必

要だ。しかし、それはとても勇気が必要な

一歩だ。私はそこを支えたいと思ってい

る。  
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